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研究ノート  
作品全体
をベースにした幾何形態だが、熱により溶着、変
形した部分は有機的な膨らみを持った特徴的な形を
している。またガラス工作物は、塊ではなく空洞
で内側や向こう側が透けて見えたり、光を反射し
たり、不思議な存在感を持っていて、それらの要素
から、自身の作る陶の形とぜひ組み合わせてみた
いと考えた。これまでの制作は、作る前にどのよ
うなものを作るかなんとなく決まってはいるものの、
最終的には実制作に入ってから作りながら考えて形
を決めていくというものだった。工作依頼となると
あらかじめ形やサイズを全て決定した上で依頼を
しないと成り立たないので、これまでとは大きく
違う制作で、戸惑うことが多かった。実際に制作
してみて、自分なりには陶とガラスの材質感や形
態の違いのバランスがとれ、成功したと感じている。
初めての工作依頼だったが、依頼方法や工作につ
いて専門的な説明など工作部門の方に親切に対応
していただいたので、自身の納得のいく制作ができ、
非常に満足している。
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